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新
築
当
時
の
校
全
口
〉
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小
川
中
学
校

く農芸クラブの面影〉〈
現
在
の
校
金口〉

刊

～

戦
後
の
軍
政
下
C
｜

E
の
強
い
蓄
に
よ
り
、
六
三
制
の
実
施

／
l
＼
は
昭
和
一
平
二
年
の
四
月
か
う
と
決
定
さ
れ
、

県
の
教
育
制
新
委

員
会
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
県
下
の
新
制
中
学
枝
創
設
に
着
手
し
、

当
時
魚
津
高
女
の
井
田
静
次
教
諭
ガ
小
川
中
学
板
創
設
の
命
手
受

け
て
当
町
に
派
遣
さ
れ
疋
。

当
時
の
愚
大
の
急
務
は
按
舎
の
確
保
で
あ
つ
だ
が
、
適
当
怠
桜

全
口
ガ
広
く
、
と
り
あ
え
ず
南
保
小
学
般
の
一
部
を
借
り
受
け
本
般

に
充
て
、
大
家
圧
、
山
崎
の
両
小
学
授
に
は
分
枝
を
置
き
、
ま
だ
、

教
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
高
等
科
の
担
任
や
青
年
字

続
の
教
帥
を
充
当
し、

南
保
、
大
家
庄
、
山
崎
、
五
箇
庄
の
四
h
M

村
組
合
立
小
川
中
学
僚
と
し
て
発
足
し
だ
。

昭
相
二
十
四
年
に
は
五
箇
庄
地
区
ガ
泊
中
へ
、

山
崎
の

一
部
ぷ

田
県
巾
へ
通
学
す
る
こ
と
に
怠
り
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
新
絞
告

が
現
在
地
巳
新
築
さ
れ
だ
。
P
T
A
も
こ
の
年
に
初
め
て
結
成
δ

れ
、
続
い
て
翌
年
に
は
講
堂
も
新
築
さ
れ
だ
。

翌
二
十
七
年
に
は
農
場
や
蓄
舎
が
新
置
さ
れ
、

産
業
毅
育
肢
と

し
て
の
特
色
を
備
え
る
に
至
つ
だ
。
ま
疋
、
楽
焼
哲
一…ガ
設
置
さ
れ、

町
で
初
め
て
美
術
数
奇
に
焼
物
ガ
取
り
入
れ
ら
れ
疋
。

昭
和
二
十
八
年
に
は
産
業
教
育
研
究
僚
と
し
て
、
文
部
省
の
指

定
を
受
け
、
翌
年
に
「
産
業
調
査
優
良
授
」
と
し
て
文
部
大
臣
の

表
彰
を
受
け
て
い
る
。

二
十
九
年
に
は
町
村
合
併
に
よ
っ
て
他
授
と
同
僚
朝
日
町
立
小

川
中
学
帳
と
改
相
し
、
そ
の
後
三
十
四
年
に
は
野
中
地
区
の

一
部

分
難
に
よ
り
、

藤
塚
、
下
野
、
横
道
ガ
編
入
さ
れ
、
さ
ら
に
高
畠

迎
民
ガ
泊
中
か
ら
編
入
し
た
だ
め
南
側
に
積
金ロガ
増
築
さ
れ
疋
o

u米
今
日
ま
で
綬
舎
の
増
改
築
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
張
工
事
や、

前
庭
の
整
備
な
と
が
行
わ
れ
て
い
い
る
。

本
肢
は
、

産
業
教
育
と
共
に
従
来
か
ら
理
料
教
育
に
も
重
点
ガ

置
か
れ
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
お
い
て
「
創
意
工
夫
育
成
印
労
学

綬」

と
し
て
科
学
技
術
庁
長
官
賞
ガ
授
与
さ
れ
て
い
る
。

創
絞
当
時
の
二
年
間
は
、

山
崎、

大
家
庄
に
分
授
ガ
あ
り
、
教

科
担
任
の
だ
め
教
師
は
戦
時
中
に
使
わ
れ
疋
ス
ポ
ン
ジ
タ
イ
ヤ
の

白
寵
車
で
、
ガ
タ
ガ
タ
過
を
本
根
か
ら
分
校
へ
、
分
絞
か
ら
分
校

へ
と
二
日
二
回
も
往
復
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
労
苦
は
並
疋
い

ち
い
で
は
な
か
っ
疋
ら
し
い
。

本
絞
出
白
河
者
中
に
は
苔
く
し
て
す
で
に
中
央
の
音
楽
界
で
活
躍

す
る
万
や
大
学
教
授
と
し
て
教
べ
ん
を
執
る
万
、
兄
弟
で
ブ
ラ
ジ

ル
に
渡
り
農
園
経
営
で
成
印
し
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
卒
業
と
共

円
筒
東
、
関
西
方
面
に
進
出
し
て
実
業
界
で
活
躍
し
後
進
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
方
々
ガ
多
く
、
そ
れ
ら
の
方
々
で
同
窓
会
の
関

翠
支
部
、
関
西
安
部
ガ
結
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
本
校
の
特
色
と

Z

一一Q
え
よ
う
。

(1) 
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惜
別
－－
十
九
州
刺

H
町
成
人
式
は
、

－
月

十
パ

H
庇
人

nu
H
に
動
労
背
少
年
体
縮問
セ

ン
タ
ー
に
街
成
人
民
臼

一一二
む
名
を
迎
え
、

有
・・
ン
ド
ャ

叶
｜
ビ
ス
で
雌
粛
に
い
打
わ
れ

市
中
し
た
，

式
は
、
叫
人
行
代
ム
の
火
迎
び
か
－
H
飲

め
ら
れ
‘
町
民
山
式
川
、

町
線
ふ
議
長
山

厳
粛
な
中
で
成
人
の
自
覚
を

'. .11 ’‘ J‘、}I l長「
町山山

J
F
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ー
朝
日
町
各
地
の

l
J

「

区
長
さ
ん
き
ま
る
し

i，•｝命

政

T 
L 也

f!I；，・；

優
良
青
年
を
ぷ
杉

紘

成
人
の
日
に

・ヂ
/¥ 1~ 

(2) 

朝
日
町
教
育
委
的
会
で
は
、
よ
る
一

一月

．
十
五
日
成
人
の
日
に
、
臼
頃
か
ら
朝
日
町

の
宵
年
学
級
や
背
年
間
の
リ
ー
ク
ー
と
し

て
出
動
し
、
そ
の
成
附
棋
を
必
ず
げ
－
h
れ
た
十
江

の
屯
口
氏
を
優
良
肖
什
間
体
活
動
訴
と
し
て

い代
彩
し
ま
し
た
。

中

山

川

花
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岡
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億
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九
九
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．
 
M
川
と
な
っ
て

い
ま
す
け

こ
れ
を
前
川
淵
伐
と
比
へ
る
と
商
店
数

十
七
店

（－
一．・

4
Vれ
）
、
従
業
者
数
四
卜

内
人
（
；
・
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w
h
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、
年
問
題
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a
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J
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ムハ

r）
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
今

商
品
販
売
額
比
率

名食

V
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一

信

‘4 .,. !; 

小売業
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卸是業

近
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魚
オ
守

’R ゅ 1t¥)・
場＇ ・:1 ~ .. 

／~ ;<f: t.Pr.lZl'f 

れが交
通
事
故
仁
ーま
る
μ

んに～下
死
者
一－t
n…達
成
な
る
一
一
内
問
一

一
管
年
一

一
町
一

…

一
日
年
一

一
朝
昨
一

(3) 

モ
ー
タ
ー
リ
ゼ
l
シ
J

ン
の肱川一
色々
と
ふ

い
去
っ
て
交
通
事
仙
川
も
作
と
と
も
に
探
測

さ
を
き
わ
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど

朝
日
町
管
内
の
貯
作

一
年
間
の
交
油
引
川

件
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
．

去
の
交
通
事
依
発
生
状
配
に
あ
る
よ
・
1
・

に
、
件
数
、
死
者
、
傷
者
と
も
附
和
問
卜

六
年
以
後
ほ
ぽ
減
少
傾
向
を
川
し
て
お
り

特
に
交
通
死
話
に
つ
い
て
は
、
十
－
－
－
入
金

ピ
ー
ク
に
mm年
火
幅
に
減
少
し
、
昨
年
は

交
通
関
係
者
念
願
の

「
七
ロ
達
成
」
が
で

念
ま
し
た
。

こ
山
よ
う
な
い父
涌
が
般
化
傷
祈

ω減
少

は
、
八凡
泌
安
全
勝
一
設
の
燃
側
ゃ
い
父
尚
則
制

の
後
他
に
よ
る
こ
レ
し
も
あ
り
ま
す
が
、
出
川
H

旧制
節
前日明日
の・父
通
取
り
締
ま
け
の
強
化
、

献
身
的
な
交
治
指
時
叫
に
よ
る
泊
凶
な
桁

樗
・杭
川悦・
語
母
、
町
交
通
化
叫
ん
t
委
員
は
ど

の
チ
ー
ム
ワ
l
n
に
よ
る
交
通
安
全
忠
思

高
川
開
の
た
め
の
市
内
殺
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
．

ま
た
、
関
係
。
什
凶
体
に
よ
る
交
通
安
令

運
動
、
安
全
教
育
の
汚
及
、
十
町
民
の
梢

極
的
な
事
故
防
止
へ

r
参
加
と
協
h
M
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
寸
H

し
か
l
、
ま
だ
河
川
行
ト
紋
ヤ
円
山
間
内

／♀／ κ・4

朗自町の~ll•tt発生状況
l{・' I 。i：れ・ 傷手~件数

． 

46 81 13 112 

65 8 79 

67 6 73 

49 74 95 

50 57 3 72 

51 43 。56 
"' 
387牌 31・487’ 

を
川

t
て
い
る
と
と
や
、
化
タ
り
μ
日、－
H
転

出
中
利
川
以
引
は
ど
い
わ
ゆ
る
交
泊
必
民自
のん上

場
般
に
・
山
め
る
削
合
が
向
い
こ
と
な
ど
、

今
伎
に
践
ざ
れ
た
大
矢
崎
な
問
題
で
す
の

救
急
車
の

正
し
い
利
用
法

・・
い
ざ
と
い
う
時
め
救
急
：
．．
．．
 

：
車
の
正
し
い
利
用
の
し
：・

・・：・
か
た
を
ご
存
知
で
す
か
・・
：・・

似
急
引
の
山
助
が
作
山
、

m加
し
て
お
り

ま
す
り
川
村
泊
引
は
ト
ネ
米
は
叩
火
山
内
や
山
ド械、

三
糾
な
ど
紋
急
取
で
な
け
れ
ば
似

n
e辿

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
の
も
の
で
す
。

八
目
立
つ
翻
っ
た
使
い
方
V
M
近
、
特
rL

似
の
よ
う
な
紋
急
献
を
た
の
む
ほ
ど
で
も

な
い
救
急
依
頼
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

円
夜
間
等
で
医
師
が
い
な
い
た
め
の
依
頼

。
寝
か
さ
な
く
て
も
よ
い
忠
者
の
般
活

。
政
急
車
で
な
く
て
も
思
醤
を
鍛
送
で
き

る
場
合

つ
搬
送
汀
時
を
定
め
て
の
依
頼

等
々
、
た
い
し
た
乙
と
も
な
い
の
に
、
nq

－－
J
l
代
ね
り
に
利
川
す
る
な
ど
、
ぜ
う

た
い
に
つ
つ
し
み
た
い
も
の
で

d
。

－パ救
急
車
へ
の
連
続
V

倒
的
と
同
じ

一

．
九
需
で
す
が
、
消
防
%が
山
た
－
M

り
、
ま

ず
政
急
車
を
た
の
む
と
い
う
こ
と
を
告
げ

ま
す
c

－一

九
蓄
は
火
事
と
紋
急
が
同
じ

掛
川
け
だ
か
ら
で
す
。
次
に
自
分
山
氏
%、

今
い
る
所

〈近
く
の
目
的
）
、
救
急
取
を

JU

裂
と
す
る
人
の
航
状
、
性
別
年
総
必
ど

詳
し
く
作
げ
ま
し
ょ
う
の

3 
5 
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，：舞い上がる炎一一左義長〉

町内の作tJ、rti学較では；，：炎HがUt):n、勢いよく燃える
／正義長は冬千’を，IJ,c；がしましたむ

学童たちは幣えさかる災と、協竹の琶がとどろくなかで、

学校の成績がよく 'fJ.るようにと紋J析をあげていまLI二
(I U崎小学校で）

裸放水で気勢をあげる

消防団恒例の出初式二

朝日町消防問の.＇！＼ VJJえは、 1月6臼行われ、 今年も第4
,)J-川Cl），将ii誌にJ、って、守が降 IJ しごするなか、勇ましいf~Yn正
；｝.：で気勢をあげましたI

:g13/11!11/fl己（i(i 人kl. ~ l JJ231 I~妥tt1r公L亡命1でj'j'h)l、rj1 
学、 ーがJJfi,11人、トJ1W岐にわかJlち件いとIiiく，：，｝＿のなか冬
の絡闘技に）J；を筏L、似、・i:Lt.こ、

開£』2コE’町民柔道大

一一一 ・

一一一一一』｛創＇'l,.,. ～，J'＇~ 

イバ’

若草町誕生一一泊二区1

1’＇i 1j'(lllfOl 1N似ljにbむ地分E渓されていた•＇，＼
I ｛＇，匂t’l
人J,q~は刻（f:のところ 6 jlh1f干で、初代町内会長には九J,<ij

cmさんが附されましたー将来入居ぷが301立何・になる f＂，ど
です白、

3 
6 

a ’;', "/ ';•F 

(4) 

町
県
民
税
申
告
相
談

申
告
密
提
出
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

ァ

昭
和
五
十
二
年
度
の
町
県
民
税
の
中
止
円

｝

E
は、

二
月
十
四
日
に
配
布
し
志
す
。
該

当
の
方
は
、
申
告
奈
川
紙
に
必
援
事
項
を

記
入
の
う
え
、
必
要
な
書
類
を
的
付
し
、

γ

一二
月
十
五
日
ま
で
役
場
脱
務
胤
又
は
符
良

川
漁
協
（
支
所
・
出
張
所
V

へ
提
川
し
て
下

さ
い
っ

（
各
窓
口
に
市
山口
惑
の
投
入
箱
が

。
置
い
て
あ
り
ま
す
。

）

，玉、

hE1撃
が
辻
パ
干
し
パ
区
小
つ

1
4
i
i
E
J
I
L
一

L
1
J

た
山
‘
記
入
の
し
か
た
等
ぷ
制
に
つ
い
て

は
役
場
税
窃
凍

（
雪

．．
 

1
－－

0
0、
内

線

一
九
）
ま
で
お
川
い
人
川
わ
せ
．
ト

3
ぃ。

~j 

F ’ 

好
い
丸

山
慨
仰
け
協
蛇
H
J
M

協

ιへ

曲
演
中
川
点

火

、

支

文

中

所

圧

庄

、
支
筒
箇

館

館

協

境

館

五

冗

協

協

相
民
民
漁
協
民
協
協
館
街
餌
盟
問
民

公
公
浦
農
公
農
農
会
会
会
任
庄

崎
崎
崎
央
保
山
火
火
工
仁
－
l
家
家

山
山
宵
小
南
巾
巾
悦
服
縦
六
大

ーハベ

－

U

羽

血ロ

一地

怯

申

一象
崎
…
町
市
川
川
片
山
パ
比
正

一刻

附

甘

山

間

的

川

仙

川

家

家

一

山
山
口
山
境
刈
．
h
バ

ト

ヘ

大

一

、，J
、J
、，ノ、
J

，、ノ、）
旬、叶J
、J
、／可ノ、
1

ノ、、ノ

一！
ト
爪
金
月
中
へ
収
レ
ホ
ん
古
川
火
木
不
合

一

川
H
H日
日
日
日
日
川
口
日
日
日

一

目
お
泊

1
2
3
4
7
8
9旧
日

一
斗
4

，
A寸
4

寸

寸

za

？

弘

勺
J

会

日程表

談
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相談
マ ℃J
申相十柑
告談分談
相日か時
談以ら聞
を外 1，－.は
行の後
つ日開い
てに時ず
いもまれ
ま役でも
す場で 11叩
。税す Till
務む九

諜 H寺
で 六
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昭和52年2月10日

朝日町長

宅
地
分
譲
の
ご
案
内

若
草
町
で
三
区
画

申し込みは

2月25日まで

M 2 S 8号

町
で
は
、
こ
の
た
び
若
以
町
（
旧
箪
野

団
地
）
の
宮
地
三
区
闘
を
分
譲
す
る
ζ
と

に
な
り
ま
し
た
。

U
！
分
泌
地
は
、
駅
・
バ
ス
停
に
近
く
通

勤
等
に
便
利
で
あ
り
古
品
す
。
住
宅
を
訟
て

た
い
が
百
地
が
な
い
た
め
に
お
問
り
の
店

は
、
ど
う
ぞ
お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一一－
nfパプ
九
九

w
r
H
M
〕

一
九
じ
・
八
一－
J
F
H
U
γ
の
．
．
 K州

－y
、、
tu

f
、
－afh
－1d
，FIe

－

一
j
tノ

／

W
I
1ノ
0
ル

』

八
山
叩
込
締
切
日

γ
一
－円
二
十
五
日
（
金
）

午
後
冗
附
ま
で

八
申

込

先

JV
役
場
企
耐
財
政
課

〈
分
譲
者
の
決
定
V
一
－℃
地
に
つ
い
て
二

。
円
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
る
場
合
は
、
抽

選
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
悩
財
政
課

（管
二
l

一
一
（い
，
ハ
）
内
純

一
六
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひさあ報広

rj 1 川手帳 一

朝日町内の満開業務に従事する関川：た

を、次の要領により券tMします。

清掃夫採用募集公告

昭和32年8月B自
第 3.＆便物箆旬

豆町 l~~Jf] f ／」
霊；11－ ~~－

11 ｜目謙一面T-i

図一一明
一
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↑川
一

職区分と探用予定人員

清開夫 1名

応募資梅

義務教青を修fし、朝日町に阿佐

する身体強健で満sot.~並木綿の ！，；：r-
選考の日時・渇所・方法

11）日時及び場所

｜出Sffl52年3月中（1)（応募者にその

都度通知します。）・朝日町役場

(2）方法

人物及び臓務遂行に必裂な位~康度

を一．するかどうか君；について、例目lj

t百後により選考を{Ji,.、ます。

2. 

3. 

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
成
果

H
朝
日
町
社
会
福
紐
協
議
会

昭
和
川
十

一
年
の
ぷ
ょ
た
す
け
あ
い
運

動
は
、
町
民
の
h
な
さ
ま
の
縮
か
い
善
窓

と
ご
協
ね
に
よ
り

一
段
と
大
き
な
成
一
山
市
を

あ
げ
、
恵
ま
れ
な
い
λ
、連
と
共
に
明
る
い

花
月
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
そ
心
か
・
川
感
謝

小
し
上
げ
ま
す
。

円

J
川

点

5
0
1
8
2
3
8
1
8
2
4
0
0
4
 

？
ι
7
a
n
O
R
u
dq
w
1
山コ
7
l
p
bぺ
J
R
u
n
v
n
w
F
b

z
u
q
u
内ど
1
i
A
D
A汁
q
d
E
コハ
d
q
d
q
4
日
U
E
J
qL

F
h
u
s
f・ハ川
uhhunkuar「
u
n
，LハU
J
’B
’p
h
U
4斗
ι
4s
－－

只
d
A
H『
内

J
q
d
n
o
r
o－
－

Q
U
λHI4U寸
日

コ

0
6

q
J

1

・
R
u
q
J
A
J
7

・

矧

1
類

火

衣

袋
訳
ア
シ
ア

y

y

v

y

行

町

計

山
出
イ

ノ

ー

へ

4

J
’
イ

羽
正

の

崎

川

正

保

庄

崎

け

日

境

的

箇

家

J
A
建
グ

震

宮

後

五

南

太

山

善

朝

合

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
蔵
本
見
舞
金
と
し

て
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

。
生
活
保
護
世
帯－h
一
帆
旭
川

八
山
人

4

：・
L
‘l

）

j

m

r

I
J

T

a
f
t
2r
、H
l

採用決定

昭：ms21r:3月下旬（採fl]決定者に

は、書面で通知します。）

4. 

待遇

日給3.500¥ 1J1'J.上（選考後伏山）、

このほか特殊勤務手吋苛JOA

5. 

～い
“生
日
同
明
者
一
一
つ
悦
州
五
九
人

一

八
、
、リ
ハ
行
一川

。
ね
た
き
り
及
び
川
中
身
老
人

一
六
円
人

J
一八、

0
0
0円

。
重
度
心
身
障
一
斉
者
一
一

一一一
人

て
四
円
、

C
O
C川

O
被
災
者
そ
の
他

六

人

…
五、

O
円
内
内

。
他
殺
及
び
施
殺
人
所
省
組
設
一

一
筒
州

‘
目
・
1
0
へ

．
八

O
、
O
リ
パJ
川

O
長
則
入
院
旅
幾
符

一

．h
人

同
六

O
、
0
00
川

合

計

五

八

七

人

一
、
七
八
一

、
五

O
O円

円
－t目
以
活
者
及
び
係
市
川
明
者
に

ん
ハ
組
二
六
阿
い
れ
一

円
台一一
右
の
ほ
か
N
H
K歳
ホ
義
援
金

生
活
保
護
世
榊
及
び
作
保
入
院
患
者

一
O
一
二
百
つ
ら
円

在
七
の
ね
た
き
り
呂
人
及
び
一

人
科

ら
し
話
人
に
川
市
備
品
規

6. 受付申込手続

(1j申込万法

履歴書及び健康診断薗を朝l]lflf役

場総務課へ提出してくださb、。

(2）受付期間

昭和52年2月18日（金）からli.i］千r:.

3月5日 U：）まで受け付けます（＇

t
L
i
 

m－
－

2
 

その他

詳細については、ijy旧！日I役場総務

却（雪3-1100内線15）へおfl¥］＼.、介

わせくださいγ

7. 

贈

(5) 

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

遊

漁

船

な

ど

検

査

が

必

要

で

す

船
舶
安
全
法
に
よ
り
、

長

さ

・
7
ー
ー
ル
木
満
の
プ

レ
ジ
ャ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
及
び
長
さ
八
メ
1
ト
W
ぶ
耐
の
遊
出
船

な
ど
で
、
附
和
凶
十
九
作
八
バ
バ
十
一
日

以
前
か
ら
使
用
し
て
い
た
小
刻
船
舶
は
今

年
の
つ
d

日

“
十

日
ま
で
に
験
査
を
受
け

な
け
れ
ば
使
府
で
主
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
に
険
査
巾
沼
の
手
付
ト
ロ
を
し
て
，k
だ

h
y

士、。
《

－

v

議
検
査
の
対
象
と
な
る
船
舶

・セ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
品
店
漁
船
（
漁
船
な

ど
で
釣
り
客
を
の
せ
る
場
合
）
、
客
船

貨
物
運
制
限
船
、
作
業
船
、
そ
の
他

一
般

船
舶

滋
後
査
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ
れ
る
と
一

年
以
下
の
懲
役
又
は
っ
．十
万
円
以
下
の

納
金
に
処
せ
ら
れ
る
ζ

と
が
あ
り
ま
す

巡
倹
査
申
情
の
問
い
合
わ
せ
先

日
本
小
引
船
舶
検
査
機
榊
七
出
克
川

（
じ
尾
市
神
明
町
十
都
一時
間
／

一
）

雪

（
O
七
六
じ
日
〕
－

－l
o
h
h
a

被
査
は
3
月

幻
自
ま
で
に

・1
・f
、
，
．1
・r
、．！、，．・：’、
．J
－a、，
．．．．． 
・

寄
中
央
図
書
館
へ

平
柳
、
平
野
幸
太
郎
叫
氏
か
ら
図
書
購

入
授
と
し
て
五
万
円
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川
《
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H
U
－－ー円
l

ド・

4
a
l
e

－

船
田
川
工
小
J
J
J
l
一
山
川
l

l

l

J

a

寸

丁

九
日

t附
利
－h
卜
’U
年
－－－
月

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

一一

l
一九
日

1,;f. 
’とよ

長

I¥ 

L
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1
J
j

晴、

。
町
道
笹
川
＋
五
号
線
鉱
幅
改
良
工
事

朝
日
町
善
意
銀
行

壱
万
円
泡
東
川

浦

図

与

三

次

殿

年
の
踊
聞
を
さ
び
し
く
油
え
る
必
ま
れ
な

い
人
法
に
役
冗
て
て
ド
さ
い
と
悩
託
さ
れ

た
も
の

五
千
円
也
佐
川

長

井

ふ

じ

子

殿

商
店
ま
れ
な
い
人
達
の
幸
せ
の
た
め
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
掛
川
正
さ
れ
た
も
の

管
千
H
U
V
川
七
折
内
円
山

東
首
卜
野
米

国

つ

ね

刷

版

買
物
ご
と
の
つ
り
銭

一
円
便
闘
を
た
め

た
も
の
を
恵
ま
れ
な
い
人
に
あ
げ
て
下
さ

い
と
瀕
託
さ
れ
た
も
の

弐
め
万
円
山崎

慣

滋

富

岡

雄

治

椴

活
く
な
ら
れ
た
亡
父
昨
．． 

さ
ん
の
供
品
貨

の
た
め
に
浅
山川
返
し
の

．
部
を
嵐
家
れ
な

い
巨
人
の
た
め
に
役
以
て
て
ド
さ
い
と
削
附

託
さ
れ
？
む
の

．五
午
刊
山U

境

水

am
熊

次

郎

般

年
の
酬
を
♂
び
し
く
岨
え
る
戚
該
れ
な

い
人
迷
の
た
め
に
と
孤
」
さ
れ
た
も
の

同

F
九
百
内
約
川
山と

く

名

附

買
物
ご
と
の
つ
り
仲
仰
を
貯
め
た
も
の
を

恵
ま
れ
な
い
人
速
に
批

q
て
て
卜
さ
い
と

孤
正
さ
れ
た
も
の

ド
ド
B
M司
一
司
B
J

，tlJ
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、
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と
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と
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薬
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薬
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迎
え
る
底
ま
れ
な

い
皆
様
の
た
め
に
と
頗
託
さ
れ
た
も
の

六
下
円
也富
山
市

中

弁

き

よ

殿

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
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岡
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ら
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さ
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（決め られ た 日時に受けられない方は＼
最寄り の会場で受けて ください。 ／ みんなの保健

月〉ぐ 2

考備場／~ z、対 象地 区｜日（躍），時

’ 1午後' 15（火） 1・：30～3:00

~J 業 1 対 象者

診 ｜

事

巴~： ！~号。～叩 ＇－~竺月
｜ ｜ 午後 ｜ 
診｜ 希望 者 117（木） 1 :00～ 3:oo I 

t珍l工三互｜弘山地k
ト婦人 層 ；23（水） ；午後 ； 全 地 区

I 1 1 :nn～ 3:00 1 

｜ ｜ ｜ 縄、宮崎、笹川
I 2sc本） ｜午後 ！担当、倒保' I I :oo～ 3・：oo' 

｜ 厳野、赤川

I 1sc金）｜午後 I 
I I :00～ 3:00 

500円

600円

1検資料

検査料

仰川公民館

1＇，＇（~守新公民館

崎公民館

境 公 民館

弁の口、 不動：·：~
柳 田、 被道
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区地

30歳 以 上病険
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手
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ほ
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セ
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一
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区

区
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地
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岨
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成
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人
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病
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診

検

－
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防
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｜東倍野実行組合 ｜
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qi ？時人柄倹
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多
体
協
だ
よ
り
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第
十
八
回
町
民
柔
道
大
会

（
一
円
一一
十
三
日
桜
町
公
民
館
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団
体
の
鶴

①
佐
川
①
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間
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①
川
一
一
一
区

第
二
十
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回
県
民
体
育
大
会

ス
キ
l
競
技
会

（
一
月
二
十

一
日

t
一
一
十
ベ
日

乎
奈
川
町
火
山
台
ス
キ
1
易
〉

朝
日
町
関
係
の
成
績

〈
〉
成
年
男
子
三
留

（叩
ぷ
以
上
〉

①
鉛
井

市
川
①
広
田
除
火

。
鞍
員
男
子
三
絹
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成
以
上
）

①
辻

・珂H

O
絵
画
問
男
子
園
都

＠
ぷ
島
俊
夫

/¥ f・....・1
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~ ：：ら；
手Jし：：
防：の：i
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：康：
ミーメコ
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一
年
中
で
二
月
は
取
も
索
、い
季
節
、

か

ぜ
な
ど
ひ
く
と
火
変
。

B
C
ろ
か
ら
十
分

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
予
防
法
と
し

て
は
｜
｜

・
設
内
と
・
巡
外
、

日
と
夜
の
気
温
泉
を
十

分
計
算
し
、

衣
服
を
調
節
す
る
。

・
2
気
が
乾
燥
し
て
の
ど
を
痛
め
や
す
い

挙
節
な
の
で
、
外
出
か
ら
陥
っ
た
ら
う

が
い
を
す
る

l
う
す
い
政
出
水
か
、
う

が
い
策
を
家
朕
み
ん
な
が
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
、

洗
面
所
な
ど
に
常
備
し
て

お
く
と
便
利
。

－
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ

タ
ミ
ン
知
を
駿
－
M
に

合
ん
だ
食
事
を
と
る
な
ど
：

：
・：
。
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